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高速点火方式核融合炉CANDYの炉心利得設計
High gain design of fusion reactor CANDY in fast ignition scheme
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高速点火方式による小型核融合炉 CANDYの開発をすすめている. その基本構想として対向爆縮及びそれ
と同軸での高速点火を用いる. 超高強度レーザーで駆動される高速電子、高速イオン、及び衝撃波を用いて爆
縮コアを核燃焼に必要な温度に高速加熱することを目指して, 実験及び２次元数値計算を遂行している.

阪大とのLFEXレーザー共同研究によりあらかじめ爆縮形成したコアプラズマに世界最高級の超高強度レー
ザー LFEXを直接照射するとその駆動する高速イオンが直接コアを加熱することを検証した [Fig.1]. 1次元流
体コード 1D STARと２次元流体粒子 (PIC)コードを統合した数値理論予測と一致した [2]. ２次元流体コー
ドの開発を進めている. 高速イオンがコアプラズマと直接衝突することによって核融合反応が起こり, 高速点
火方式として, 世界最高数の中性子発生量 8億個を検出した. LFEXで同時に駆動された高速電子により元々
0.8 keVの温度を持つコアプラズマ全体を 1.0 keVまで加熱し, 高速イオンで周辺部を 1.8 keVまで加熱した.

高速電子は足が長いので全体を加熱するが, 局所的に温度を上げるのには効率がわるい. 一方高速イオンは,

高密度のプラズマ中では足が短く局所的に集中してその部分だけを効率良く加熱できるという特徴を持つと
いうことは予想はされていたが, 今回, 高速イオンの加熱効果が実証された. Fig. 2はCANDY 炉のイメージ
図、Fig. 3はその簡単な設計値である. ２次元流体コードの計算結果についても報告する.

Fig. 1: GXII ２ビームで対向爆縮し形
成した重水素化ポリエチレン球殻のコア
に球殻の側面に開けた穴から LFEXを

入射 [1].
Fig. 2: キャンディ炉のイメージ

Fig. 3: キャンディ炉の概念設
計値
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